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兎と亀の競走の話 －木曜集会等の４回を使って－ 

  

11月終わり頃、十年以上前に市内で退職された元校長

先生と偶然お会いする機会がありました。その先生は、

担任として中学校で勤めている若かりし頃、ソフトテニス部（当時は軟式庭球部）

を顧問し、選手を県大会優勝、全国大会出場をさせるほど練習・勝負の鬼だった

先生です。その先生が、小学校の校長を務めているときに、子供たちに紹介した

話を聞かせてもらいました。それは、「世界の兎と亀の競走の話」です。美術の

先生ですから、子供に話をするときも自作の絵を使い話をされたそうです。 

第１回はフランスの話です。兎は足の遅い亀に勝っても自慢にはならないと考

え、遊びに興じます。亀がほとんどゴールに達したと見るや矢のごとく飛び出し

ましたが僅かに及ばず負けてしまいます。フランスの人たちは「何事もスタート

こそが大切である」と教えていることを話しました。 

第２回はイランの話です。亀はまともに競走しても勝てないと思い、なんとか

勝つための方法はないかと考えました。そこで亀は競走を始める前に自分とそっ

くりの弟をゴールに立たせ、兎がゴールする直前に飛び込ませ勝ったのでした。

そんな亀はずるいと言うと、イランの人たちは「カメは頭がいいのだ」と言い、

「意味のないつまらない競走はしてはいけない」と教えていることを話しました。 

第３回はカメルーンの話です。亀は兎に勝つために親戚に協力を得ます。兎が

「亀君まだついてきているかい。」と叫ぶと、「すぐ後ろにいますよ。」と亀の声

がしました。兎はスピードを上げ走ってまた叫ぶと、同じように「すぐ後ろにい

ますよ。」と亀の声がします。兎はさらにスピードを上げて走りますが同じ返事

が返ってきて、最後には疲れてゴール手前で倒れてしまいます。カメルーンの人

は「準備と知恵と連帯が大切である」と教えていることを話しました。 

第４回は日本の兎と亀の話をしたそうです。すると、一年生の男の子が次のよ

うな感想を持ってきたそうです。「僕は日本の亀君はよくない亀だと思います。

なぜかというと亀君は兎君に大丈夫ですかと声をかけなかったからです。兎君が

病気で倒れているかもしれないからです。」と書かれていました。次の週に一年

生の男の子の感想を子供たちに紹介すると、一年生の男の子のとらえ方の称賛

や、相手を思いやる気持ち・行動が勝ち負け以上に大切であることなどの声が届

いたそうです。その校長先生が最も伝えたかったことを、一年生の子供の一通の

感想が全校の子供の心を動かし伝えたのでした。 



わたしはこのお話の絵を使わせてもらい、第４回だけ変えました。日本の話を

紹介しながら、この一年生 A 君の言葉と A 君の言葉を基にした話を、他の国の

話と同じように紹介しました。担任の先生の配慮もあり、今週火曜日までにのべ

211人の子供から感想をもらっています。その感想は、わたしの宝になりました。

感想のすべてをコンピューターに打ち込みました。一部を紹介します。 

 

フレーフレー 中部 －20日（日）市民駅伝大会 中部の勢い－ 

 たくさんのチームが参加し、盛り上がる市民駅伝大会。今年は中部小関係者

４人が出場します。ぜひ沿道からの御声援をお願いします。 
 

市民駅伝出場選手紹介 

■中部小・県事務  佐藤 亮太さん〔チーム「ジムジム」〕  

一般１部 ４区 11：00 大聖寺～六名公園 

■中部小・教員   青山将太朗先生〔チーム「六ツ美中部セレクト」〕 

一般２部 １区 10：37 渡橋南堤防～大聖寺 

■中部小・教員   石川 駿先生〔チーム「六ツ美中部セレクト」〕 

一般２部 ４区 11：07 羽根小～美合小     

■中部小・PTA会長  秋葉 徹さん〔チーム「六ツ美中部セレクト」〕 

一般２部 ５区 11：22 美合小～中央総合公園  

兎と亀の競走のお話 最終回を終えて 子供の感想（一部） 

〇やさしいきもちがうさぎくんにもつたわったのかな。 【１年生】 

〇思ったことは、うさぎがねていて、かめくんがうさぎくんをぬいていけばいいのにうさぎ

くんのところへいったことです。 【２年生】 

〇１年生の子は、たすけあいがだいじだとおしえたいと思いました。 【３年生】 

〇わたしは、今日の話を聞いて、Ａ君はとてもやさしいと思った。わたしは、日本のうさぎ

とかめのお話を聞いて、かめ君は、頭が良いと思っていたので、Ａ君の考えは、とてもや

さしいと思った。Ａ君の考えたお話は、かめ君がとても美しく見えた。Ａ君がとてもやさ

しいから、お話のかめ君もとてもやさしくなっていた。私もそんなやさしい人になりたい

と思った。 【４年生】 

〇A 君が考えたうさぎとかめの話を聞いて、私はたしかにと思いました。私がかめの立場

ならそう思うことはないと思って聞いていました。げんじつで私がかめのような立場に

なることがあったら、声をかけたいと思えた話でした。 【５年生】 

〇今日の話は、日本、フランス、イラン、カメルーンの「うさぎとかめ」とは一味ちがいま

した。かめ君が勝てるように工夫をする話だったけど、A 君の話はうさぎ君を心配する

話でした。うさぎ君はかめ君をバカにしていたと思うけど、かめ君はうさぎ君を心配しま

した。かめ君も A君もすごく優しいんだなと思いました。 【６年生】 

〇日本、フランス、イラン、カメルーンのかめとうさぎの話を聞きましたが、１年 A 君の

話は相手を思いやることの重要さを伝えました。かめとうさぎだけで、こんなにいい話が

あるなら、ぶっちゃけ世界の童話を読めば、人間の道徳の勉強には、十分なのでは？と思

いました。 【６年生】 


